
　

１
月
16
日
、
国
連
で
採
択
さ
れ

た
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓエ

ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
積
極
的
に
推
進
す
る

東
北
５
都
市
に
よ
る
「
東
北
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
内
閣
府
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
て
い
る

仙
北
市
、
宮
城
県
東
松
島
市
、
山
形

県
飯
豊
町
に
よ
り
平
成
30
年
10
月
に

発
足
、
今
年
度
新
た
に
選
定
さ
れ
た

岩
手
県
陸
前
高
田
市
、
福
島
県
郡
山

東北 S
エス･ディー･ジーズ

DGs 未来都市サミット・シンポジウム

市
を
加
え
、
５
都
市
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
前
に
行
わ
れ
た
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
５
都
市
の
首
長
ら
が

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
現
状
な
ど

を
報
告
。
そ
の
後
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ

る
連
携
を
確
認
し
、
共
同
宣
言
を
採

択
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
県
郡
山

市
の
提
案
に
よ
り
近
年
の
異
常
気
象

に
よ
る
災
害
を
懸
念
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
向
け
て
連
携
し
て
取
り
組

む
「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」（
下
記
参

照
）
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

日
本
青
年
会
議
所
少
年

少
女
国
連
大
使
の
久
米

川
華
穏
さ
ん
（
大
仙
市

立
平
和
中
２
年
）
が
ス

イ
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

を
訪
れ
て
ふ
れ
た
最
先

端
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。
ま

た
、
５
都
市
の
首
長
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ

が
進
め
て
い
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

持続可能なまちづくりに向けて連携を推進

 

気
候
非
常
事
態
宣
言 

①
ご
み
の
排
出
抑
制
、
再
利

用
、
再
資
源
化
、
発
生
回

避
の
徹
底

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
と
併

せ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進

③
人
や
社
会
・
環
境
に
配
慮

し
た
消
費
行
動（
エ
シ
カ

ル
消
費
）の
普
及

④
地
球
温
暖
化
防
止
に
資
す

る
取
り
組
み
の
推
進

自らの体験をもとに講演を行う少年少女国連大使の久米川さん。

パネルディスカッションでは、それぞれの取り組みを紹介。

左
か
ら
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
戸
羽
太
市
長
、
宮
城
県
東
松
島
市
の
渥

美
巖
市
長
、
門
脇
市
長
、
山
形
県
飯
豊
町
の
後
藤
幸
平
町
長
、
福
島
県

郡
山
市
の
吉
崎
賢
介
副
市
長
。

 持続可能な開発目標（ S
エス･ディー･ジーズ

DGs ）
2015 年 9 月の国連サミットで採択された 「持

続可能な開発のための 2030 アジェンダ」 で記

載された 2016 年から 2030 年までの国際目標

です。 持続可能な世界を実現するための 17 の

ゴール、 169 のターゲット、 244 の指標から構

成されており、 地球上の誰 1 人として取り残さな

いことを誓っています。

　
後
半
は
、
市
役
所
神
代
出
張
所
の
車
庫

に
場
所
を
移
し
、
角
館
消
防
署
管
内
の
職

員
に
よ
る
実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
実
技
指
導
で
は
綱
の
結
び
方
の
ほ
か
、

は
し
ご
の
か
け
方
や
上
り
下
り
の
指
導
も

あ
り
、
参
加
者
は
習
得
し
よ
う
と
熱
心
に

説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
県
内
で
は
、
雪
害
事
故
が
95
件

発
生
し
て
い
ま
す
。
雪
不
足
の
今
冬
で
す

が
、
降
雪
時
に
作
業
を
す
る
際
は
事
故
の

な
い
よ
う
注
意
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
１
月
20
日
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
時

の
転
倒
防
止
を
し
よ
う
と
雪
下
ろ
し
講
習

会
が
開
催
さ
れ
、
市
民
や
事
業
所
な
ど
か

ら
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
の
前
半
は
、
神
代
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で
大
曲
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
除

排
雪
の
事
故
防
止
対
策
、
仙
北
警
察
署
か

ら
雪
害
事
故
の
発
生
状
況
、
秋
田
県
仙
北

地
域
振
興
局
か
ら
雪
下
ろ
し
安
全
対
策
用

具
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

雪
下
ろ
し
講
習
会

綱の結び方を習得しようと熱心に説明を聞く参加者。

雪
下
ろ
し
作
業
中
だ
け
で
な
く
、
は
し
ご
の
上
り
下
り

も
注
意
が
必
要
で
す
。

安
全
な
作
業
を
心
が
け
て

　

１
月
24
日
、
市
内
の
小
中
学
校
の
給
食
で
、

佐
竹
北
家
ゆ
か
り
の
料
理
『
御
狩
場
焼
』
が

提
供
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
地
元
の
名
物
料

理
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
１
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
の
「
全

国
学
校
給
食
週
間
」
に
あ
わ
せ
て
提
供
さ
れ

た
も
の
で
、
今
年
で
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

御
狩
場
焼
は
、
鶏
肉
に
山
椒
み
そ
を
つ
け

て
焼
い
た
料
理
で
、
江
戸
時
代
に
佐
竹
北
家

の
殿
様
が
狩
猟
の
際
に
食
べ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

取
材
に
訪
れ
た
西
明
寺
小
学
校
で
は
、
御

狩
場
焼
を
食
べ
た
児
童
た
ち
が
満
面
の
笑
み

を
浮
か
べ
な
が
ら
美
味
し
そ
う
に
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

美味しいですか？の問いに、4 年生のみんなは「美味しい～ !!」と答えてくれま
した。

『御狩場焼』

佐

竹北家の料理

を味わう

6 年生は味わって食べていました。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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～輝くとき栄光

仙
北
市
の
魅
力
を
１
冊
に
！

ト
ル
を
つ
け
た
り
、
配
置
決
め
が
大

変
だ
っ
た
」、
大
塚
さ
ん
は
「
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
分
の
ま

ち
が
と
て
も
素
敵
な
ま
ち
だ
と
思
っ

た
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
月
29
日
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん

ぼ
く
校
の
高
等
部
３
年
生
の
４
人
が

仙
北
市
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
、
仙
北
市
へ
冊
子
と
デ
ー
タ
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
四

季
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
の
違
う
手
作

り
の
封
筒
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
大
曲
支

援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
が
仙
北
市
の
観

光
に
特
化
し
た
独
自
の
教
科
「
観
光

科
」
の
授
業
の
中
で
制
作
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
か
ら
と
り
か
か
り
、
企
画

や
取
材
、
撮
影
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
、

10
か
月
ほ
ど
か
け
て
生
徒
さ
ん
た
ち

が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
20
～
30
代
で
仙
北
市

に
ま
だ
来
た
こ
と
の
な
い
方
。
季
節

感
や
色
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
こ
だ
わ
っ

て
作
っ
た
そ
う
で
す
。

　

中
を
見
て
み
る
と
、
季
節
ご
と
に

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
食
べ
物
、
特
産
品

な
ど
を
生
徒
さ
ん
た
ち
が
自
ら
足
を

運
び
、
体
験
し
な
が
ら
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

制
作
し
た
感
想
を
聞
く
と
鈴
木
さ

ん
は
「
ひ
と
つ
の
記
事
ご
と
に
タ
イ

　1 月 31 日、仙北市地域おこし協力隊として障がいのある人
や年齢、国籍に関わりなく安心して旅を楽しんでもらうユニ
バーサルツーリズムなどの観光振興を主として平成 29 年 2 月
1 日から活動をしてきた小林裕高さんが 3 年間の任期を終え、
門脇市長から感謝状が贈呈されました。
　３年間を振り返って小林さんは「３年間はあっという間だっ
た。１年目は、活動に対する知識やスキルがゼロの状態からの
始まりだったので、何から手をつけてよいのかわからず、模索
する日々が続いた。でも２年目以降は、周りの方々のご協力を
いただきながら、自分のフィルターを通した自由な活動ができ
た。活動を通して色々な方々と関わることができ、皆さんには
本当によくしていただいて感謝している」と話しました。

仙北市地域おこし協力隊
小林裕高さんに感謝状

門
脇
市
長
（
右
）
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
る
小
林
さ

ん
（
左
）。

　１月 19 日、第 17 回秋田県小学生イン
ドアソフトテニス選手権大会が、ニプロ
ハチ公ドーム（大館市）で開催され出場
した仙北市内の小学生が活躍しました。
　男子１部に出場した大曲ジュニアの髙
橋・佐藤ペアが優勝。女子１部では、仙
北市ジュニアの高倉、秋田市ジュニアの
下村ペアが第３位に入賞しました。また、
第２部に出場した仙北市ジュニアの加藤・
進藤ペアが第３位に入りました。
　この大会は、令和元年度東北小学生イ
ンドアソフトテニス大会秋田県予選会も
兼ねており、２月１日仙台市で行われた
東北大会に髙橋・佐藤ペアと高倉・下村
ペアが出場しました。

第 17 回秋田県小学生インドアソフトテニス選手権大会

市内の小学生が活躍

優勝した髙橋優斗さん（右・角館小６年）と佐
藤大駕さん（左・大曲小６年）ペア。

髙倉美優さん（右・神代小６年）と下村まこさ
ん（左・秋田市立桜小 6 年）ペア。

大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
が
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

皆さんの授業の集大成！
仙北市の魅力がたっぷり
詰まった観光ガイドブッ
クは仙北市ホームページ
から !!

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
高

等
部
３
年
生
の
４
人
。
右
か
ら
猪
本
渉
さ
ん
、
田
口
優
花
さ
ん
、

大
塚
瑠
那
さ
ん
、
鈴
木
健
祐
さ
ん
。

大曲支援学校せんぼく校の生徒が作った観光ガイ
ドブックと封筒。仙北市の魅力が詰まっています。

　

仙
北
地
区
少
年
保
護
育
成
委
員
会
（
荒
木
和
子
会
長
）
が
、
市
内
各
小
・
中
学
校
を

対
象
に
募
集
し
て
い
た
「
非
行
防
止
・
健
全
育
成
標
語
」
の
入
賞
作
品
が
、
応
募
総
数

４
８
３
点
の
中
か
ら
決
定
し
ま
し
た
。

　
入
賞
者
並
び
に
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

非行防止・健全育成標語

中学校の部で優秀賞に輝いた西明寺中学校の櫻田玲愛さん（3
年）と仙北地区少年保護育成委員会の新山正雄副会長。

入賞作品をご紹介します

 優秀賞 
◆ 倉橋華月（角館小学校 6 年）
こんにちは えがおをそえたら パーフェクト

 優良賞 
◆ 田口聖來（中川小学校 4 年）
あいさつは みんなをえがおに するまほう

◆ 木元佑（白岩小学校 5 年）
「だめだよ」と 自分で言おう 負けないで

◆ 髙田浩太朗（生保内小学校 6 年）
SNS あやしい話に 乗っちゃダメ

◆ 佐藤ひかり（西明寺小学校 6 年）
気がついて 心の信号 点滅中

◆ 門脇みなみ（桧木内小学校 6 年）
自分のね 情報まもろう 未来へと

小学校の部

 優秀賞 
◆ 櫻田玲愛（西明寺中学校 3 年）
ねぇ聞いて スマホじゃなくて 私の話

 優良賞 
◆ 浅利琉斗（桧木内中学校 2 年）
目を見張り 危険なサイトは ノーログイン

◆ 元村海星（西明寺中学校 1 年）
まぁいっか 1 回だけでも ゆるされない

中学校の部

右から仙北地区少年保護育成委員会の荒木和子会長、小学校の
部で優秀賞に輝いた角館小学校の倉橋華月さん（6 年）、同校
の浦山校長。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
普
段
、
仕

事
を
し
て
い
る
の
が
低
い
テ
ー
ブ
ル
な

の
で
、
長
時
間
座
っ
て
い
る
と
膝
が
悲
鳴

を
あ
げ
ま
す
。
も
う
若
く
は
な
い
ん
だ

な
と
感
じ
て
い
る
協
力
隊
の
播
磨
で
す
。

　
今
年
の
１
月
11
日
、
桧
木
内
字
松
葉

に
あ
る
寄
合
い
カ
フ
ェ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か

じ
か
瀬
）
を
お
借
り
し
、
ド
ロ
ー
ン
カ

フ
ェ
と
し
て
限
定
営
業
し
ま
し
た
。
こ
の

場
所
は
元
々
商
店
で
、
そ
の
後
地
元
の

皆
さ
ん
が
集
ま
る
よ
う
な
場
所
に
な
れ

ば
と
の
こ
と
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
じ
か

瀬
と
し
て
開
設
さ
れ
、
普
段
は
あ
み
カ

ゴ
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
定
期
的
に

開
催
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
現
在
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
折
笠
靖
子
さ
ん

が
地
域
の
皆
さ
ん
の
居
場
所
に
な
れ
ば

と
考
え
、
火
曜
日
、
水
曜
日
、
そ
し
て

第
２・４
土
曜
日
限
定
で
寄
合
い
カ
フ
ェ

と
し
て
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
場
所
で
ド
ロ
ー
ン
カ
フ
ェ

と
し
て
営
業
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
ド
ロ
ー
ン
を
実
際
に

ふ
れ
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
に
１

人
で
も
多
く
の
方
が
訪
れ
、
ド
ロ
ー
ン

を
通
じ
て
こ
の
地
域
の
魅
力
に
ふ
れ
て

も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
ド
ロ
ー

ン
カ
フ
ェ
と
し
て
営
業
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
は
10
人
程
の
お
客
さ

ま
が
、
県
外
含
め
市
内
外
か
ら
ド
ロ
ー

ン
カ
フ
ェ
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
操
縦
体

験
や
、
ド
ロ
ー
ン
Ｑ
＆
Ａ
、
マ
イ
ク
ロ
ド

ロ
ー
ン
レ
ー
ス
な
ど
を
行
い
、
皆
さ
ん
と

楽
し
く
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
は
飛
ば
す
た
め
だ
け
に

利
用
す
る
の
も
で
は
な
く
、Science

（
科
学
）、Technology

（
技
術
）、

Engineering

（
工
学
）、Mathem

atics

（
数
学
）
な
ど
の
学
習
要
素
を
備
え
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
の
み
な

ら
ず
、
多
く
の
産
業
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

大
き
く
け
ん
引
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
定

期
的
に
開
催
し
、
こ
の
地
域
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
や
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ド

ロ
ー
ン
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、
最
新

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
を
提
供
す
る
場
所
に
な
れ
た
ら
嬉
し

い
な
と
思
い
ま
す
。

仙北市地域おこし協力隊コラム

播 磨 靖 之

寄合いカフェが、
噂のドローンカフェに

寄合いカフェでマイクロドローンレース後に。

みんなで記念撮影。

新しい監査委員を紹介します

　欠員となっていた仙北市監査委員に高橋祐策さん（角館
町白岩）を選任する議案が、第 1 回市議会臨時会で同意さ
れました。
　高橋さんの任期は、令和 2 年 2 月 1 日から令和 6 年 1
月 31 日までの４年間となります。

新
し
い
監
査
委
員
の
高
橋
祐
策
さ
ん
。

　
２
月
４
日
開
催
の
第
２
回
仙
北
市
水
道
運
営

審
議
会
で
、
秋
田
魁
新
聞「
供
給
量
の
半
分
無

駄
～
仙
北
市
、
漏
水
深
刻
さ
増
す
」の
報
道（
２

月
３
日
朝
刊
）に
質
問
が
集
中
し
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
不
安
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
…
。

　
老
朽
管
の
布
設
替
え
な
ど
、
漏
水
対
策
の
強

化
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
水
道
未
普
及
地
域
の

解
消
を
進
め
て
給
水
戸
数
は
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
の
減
少
が

進
み
、
水
道
事
業
は
毎
年
度
厳
し
い
経
営
状
況

で
す
。
報
道
は
、
仙
北
市
の
有
収
率（
使
用
料

が
も
ら
え
る
水
の
割
合
）が
低
い
理
由
に
漏
水

が
あ
る
と
の
指
摘
で
し
た
。
し
か
し
、
漏
水
以

外
に
も
有
収
率
に
影
響
を
与
え
る
需
要
が
あ
り

ま
す
。

　
同
審
議
会
で
の
質
問
は
次
の
内
容
に
集
約
さ

れ
ま
す
。
私
た
ち
の
答
弁
も
あ
わ
せ
て
お
伝
え

し
ま
す
。

Ｑ
・
新
聞
報
道
に
あ
っ
た
よ
う
に
給
水
の
半
分

以
上
が
本
当
に
無
駄
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
・
平
成
28
年
度
か
ら
上
水
道
と
簡
易
水
道
を

統
合
し
た
。
給
水
人
口
が
少
な
い
地
域
は
水
の

動
き
が
緩
慢
な
た
め
、
給
水
家
屋
が
多
い
地
区

と
は
別
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
凍
結

防
止（
12
か
所
）や
塩
素
の
揮
発
防
止（
６
か
所
）

で
放
水
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
断
水

給
水
、
泥
吐
作
業
、
メ
ー
タ
ー
不
感
な
ど
が
あ

る
。
市
で
は
す
べ
て
の
水
の
使
い
方
を
調
査
回

答
の
対
象
と
し
た
。こ
れ
ら
は
無
駄
で
は
な
い
。

Ｑ
・
漏
水
し
た
際
の
補
修
財
源
の
確
保
は
困
難

な
状
況
か
。

Ａ
・
も
ち
ろ
ん
補
修
は
随
時
行
っ
て
い
る
。
こ

こ
２
年
は
毎
年
１
千
万
円
近
い
修
繕
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
例
え
ば
27
年
度
は
老
朽
管

の
布
設
替
え
で
２
千
万
円
超
の
事
業
を
、
28
年

も
同
規
模
の
布
設
替
え
を
行
っ
た
。
特
に
塩
化

ビ
ニ
ル
製
の
配
水
管
は
破
損
し
や
す
い
。

Ｑ
・
今
後
の
漏
水
対
策
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

Ａ
・
漏
水
を
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

れ
ま
で
も
対
応
し
て
き
た
が
、
年
々
そ
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
令
和
２
年

度
に
市
水
道
事
業
基
本
計
画
を
見
直
し
す
る
。

未
普
及
地
域
の
解
消
も
継
続
す
る
が
、
漏
水
対

策
に
着
目
し
た
事
業
導
入
を
進
め
る
。

※

　
雪
が
降
ら
な
い
冬
の
後
に
、
水
不
足
の
春
が

来
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
心
配
が
心
の
中

で
膨
ら
み
ま
す
。
新
聞
報
道
を
安
定
的
な
水
道

供
給
の
機
会
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

仙
北
市
長　
門
脇　
光
浩

『
漏
水
の
新
聞
報
道
で
』

まちづくり
市長の

日　記
No.166

　
1
月
23
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ

パ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下

Ｊ
Ｆ
Ｃ
）主
催
の
全
国
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
に

参
加
し
ま
し
た
。
例
年
は
積
雪
の
状
況
に

よ
り
、
足
元
を
ど
う
し
よ
う
か
迷
う
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
年
は
全
く
雪
が
積
も
っ
て

い
な
い
た
め
、
迷
う
こ
と
な
く
ビ
ジ
ネ
ス

シ
ュ
ー
ズ
を
履
い
て
東
京
に
向
か
い
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｃ
全
国
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
は
、
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下
Ｆ
Ｃ
）と
映
像

制
作
関
係
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
で
す
。

会
場
で
は
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
分
か
れ
、

か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
は
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
と
し

て
対
応
し
ま
し
た
。
会
場
の
東
京
劇
場
ビ

ル
は
、
映
画
会
社
の
松
竹
の
本
社
が
入
っ

て
い
る
建
物
で
す
。
松
竹
の
映
画
劇
場
や

Ｖ
Ｉ
Ｐ
Ｏ（
映
像
産
業
振
興
機
構
）な
ど
の

映
像
関
係
の
団
体
・
組
織
も
同
じ
建
物
内

に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
の
開
催
は
、
3
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
立
地
も
よ
く
、
た
く

さ
ん
の
映
像
制
作
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

かくのだてフィルムコミッション
（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352

https://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

き
ま
し
た
。
よ
こ
て
Ｆ
Ｃ
と
一
緒
の
ブ
ー

ス
で
し
た
が
、
自
分
た
ち
の
活
動
エ
リ
ア

だ
け
で
は
な
く
、
秋
田
県
全
域
で
提
案
す

る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。
映
像
制
作
者
か

ら
の
反
応
も
よ
く
、
撮
影
を
検
討
し
た
い

と
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
単
独
で
の
提
案
で
は
難

し
い
面
も
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
秋
田
県

全
域
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
実
際
に
撮
影
に
結

び
つ
く
よ
う
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
全
国
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
終
了
後
に
は
、
全

国
Ｆ
Ｃ
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
Ｆ
Ｃ
が
地
域
の
特
産
品
を
持

ち
寄
っ
て
、
お
ら
が
故
郷
自
慢
の
よ
う
で

大
変
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
映
像

制
作
者
も
参
加
し
、
有
意
義
に
情
報
交
換

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
秋
田
県
内
の
Ｆ
Ｃ
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
映
像
を
撮
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
際
に
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
会
長　
坂
本  

洋
）来場者で賑わうロケ地フェア。
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